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【手続補正書】
【提出日】令和3年7月20日(2021.7.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　警備モードの切り替えを行うためのユーザ操作が入力されるユーザ端末と、ユーザから
の音声指示が入力される情報端末と接続される警備システムであって、
　前記情報端末に入力された音声指示に関する情報と、当該音声指示が入力されたときの
警備モードに関する情報との関係を、機械学習により分析する機械学習部と、
　前記情報端末にユーザからの音声指示が入力された場合に、当該音声指示に関する情報
を前記情報端末から取得する情報取得部と、
　前記機械学習部で分析した関係に基づいて、前記情報取得部で取得した音声指示に関す
る情報を入力として、前記警備システムで設定されるべき警備モードを推定する推定部と
、
　前記警備システムで設定されている警備モードが前記推定部で推定された前記警備シス
テムで設定されるべき警備モードでない場合に、前記警備システムで設定されるべき警備
モードへの警備モードの切り替えをユーザに提案する提案部と、
を備えることを特徴とする警備システム。
【請求項２】
　前記警備モードに関する情報には、前記音声指示の入力時に前記警備システムで設定さ
れている現在の警備モードの情報が含まれる、請求項１に記載の警備システム。
【請求項３】
　前記警備モードに関する情報には、前記音声指示が入力された時点を基準とする所定期
間内において設定された警備モードの情報が含まれる、請求項１に記載の警備システム。
【請求項４】
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　前記警備モードに関する情報には、前記警備モードの切り替えのための前記ユーザ操作
が行われた時刻の情報が含まれる、請求項２または請求項３に記載の警備システム。
【請求項５】
　前記警備モードに関する情報には、前記警備モードの切り替えのための前記ユーザ操作
を行ったユーザを特定する情報が含まれる、請求項２～請求項４のいずれか一項に記載の
警備システム。
【請求項６】
　前記提案部は、前記音声指示に関する情報を前記情報取得部で取得した時点から所定時
間が経過するまでに前記ユーザ操作が行われない場合に、前記警備システムで設定される
べき警備モードへの警備モードの切り替えを提案する、請求項１～請求項５のいずれか一
項に記載の警備システム。
【請求項７】
　前記提案部は、前記音声指示に関する情報を前記情報取得部で取得した時点より以前の
所定期間内に前記ユーザ操作が行われていない場合に、前記警備システムで設定されるべ
き警備モードへの警備モードの切り替えを提案する、請求項１～請求項５のいずれか一項
に記載の警備システム。
【請求項８】
　前記警備モードには、警備対象の警備を行う警戒モードと、警備対象の警備を行わない
警戒解除モードが含まれ、
　前記提案部は、前記警備システムで設定されている警備モードが前記警戒解除モードで
ある場合にのみ、前記警備システムで設定されるべき警備モードへの警備モードの切り替
えを提案する、請求項１～請求項７のいずれか一項に記載の警備システム。
【請求項９】
　前記機械学習部は、前記提案部で提案した警備モードへの切り替えが行われたか否かの
情報を教師データとして用いて、前記関係の強化学習を行う、請求項１～請求項８のいず
れか一項に記載の警備システム。
【請求項１０】
　警備モードの切り替えを行うためのユーザ操作が入力されるユーザ端末と、ユーザから
の音声指示が入力される情報端末と接続される警備システムで実行される警備モードの提
案方法であって、
　前記情報端末に入力された音声指示に関する情報と、当該音声指示が入力されたときの
警備モードに関する情報との関係を、機械学習により分析するステップと、
　前記情報端末にユーザからの音声指示が入力された場合に、当該音声指示に関する情報
を前記情報端末から取得するステップと、
　前記機械学習により分析した関係に基づいて、前記取得した音声指示に関する情報を入
力として、前記警備システムで設定されるべき警備モードを推定するステップと、
　前記警備システムで設定されている警備モードが前記推定した前記警備システムで設定
されるべき警備モードでない場合に、前記警備システムで設定されるべき警備モードへの
警備モードの切り替えをユーザに提案するステップと、
を含むことを特徴とする警備モードの提案方法。
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